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薙
正
一
帝
の
賎
民
開
放
令
に

乾
隆
二
年
(
一
一
一は
)
九
月
、
乾
隆
帝
は
、
二
年
前
に
世
を
去
っ
た
父

・
薙
正
帝
の
聖
徳
神
功
碑
を
、
そ
の
陵
寝
で
あ
る
泰
陵
に
建
て
た
。

碑
文
は
帝
自
ら
筆
を
と
っ
た
も
の
で
、
そ
の
全
文
は
、
賞
錬
乾
隆

年
九
月
壬
辰
の
係
、
及
び
皇
朝
文
献
逼
考
巻
百
五
十
二
王
膿
考
に
み

え
て
い
る
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
、
薙
正
帝
の
徳
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
比
較
的
短
い
十
三
年
の
治
世
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
間

孜
々
と
し
て
国
務
に
精
閲
し
た
父
帝
の
数
々
の
治
績
を
記
録
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
節
に
、
賎
民
開
放
の
事
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に

記
る
さ
れ
て
い
る
。

明
初
よ
り
、
紹
興
に
惰
民
あ
り
。
靖
難
の
後
、
諸
臣
の
命
に
抗
せ

し
者
、
子
女
は
多
く
山
西
に
設
し
て
祭
戸
と
震
す
。
数
百
年
来
、

Jつ
、ヨ
て

寺

隆

信

田

相
い
泊
い
て
革
め
ず
。

一
旦
籍
を
去
っ
て
良
民
と
鶏
す
。
命
下
る

の
日
、
人
皆
流
沸
す
。

」
の
惰
民
・
祭
戸
の
他
に
も
、
清
朝
初
期
に
は
、
所
謂

H
H

四
民
h
H
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以
下
の
民
と
し
て
現
に
賎
覗
さ
れ
っ
こ
め
る
1

若
し
く
は
そ
の
可
能

性
を
も
っ
|
人
聞
の
集
圏
が
、
幾
っ
か
存
在
し
て
い
た
。
即
ち
、
新

江
紹
興
府
一
帯
の
九
姓
漁
戸
、
蘇
州
属
鯨
の
巧
戸
、
庚
東
地
方
の
聾

戸
・
寮
民
、
一
幅
建
・
漸
江
・
江
西
三
省
の
棚
民
、
安
徽
の
徽
州
・
寧

園
・
池
州
各
府
下
の
伴
僧
・
世
僕
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
賎
民
を
、
そ
の
賎
籍
か
ら
解
放
し
て
良
民
と
す
る
事
は
、
薙
正
帝

の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
帝

自
身
、
こ
れ
を
他
の
諸
政
策
l
た
と
え
ば
、
養
廉
銀
・
替
運
生
息
銀

制
度
の
設
定
、
耗
羨
の
提
解
な
ど
と
と
も
に
、
善
政
の
一
つ
と
し
て
、

心
中
密
か
な
誇
り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の



連
の
虚
置
に
つ
い
て
、
個
々
の
賎
民
別
に
、
そ
の
具
佳
的
史
賓
を
提

示
し
て
み
よ
う
。

ω柴
戸
。
別
に
柴
籍
・
柴
工
・
数
坊
と
も
よ
ば
れ
、
直
隷
・
山
西

地
方
に
多
い
。
文
字
通
り
歌
舞
音
曲
を
業
と
す
る
民
で
あ
る
が
、
そ

か
な
り
古
く
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
食

正
嬰
の
葵
己
類
稿
巻
十
二

H
除
祭
戸
巧
戸
籍
及
女
祭
考
附
古
事
μ

に

の
存
在
は
、

よ
れ
ば
、
左
俸
褒
公
二
十
三
年
の
僚
に
み
え
る
斐
豹
の
身
分
を
は
じ

め
と
し
て
、
以
後
歴
代
に
わ
た
っ
て
、
殺
人
犯
・
盗
賊
・
謀
叛
人
ら

の
妻
子
・
或
い
は
亡
園
の
民
を
、
祭
籍
に
入
れ
て
娼
優
と
し
た
事
例

が
列
翠
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
彼
ら
は
、
時
の
政
治
的
支
配
者
に
と

つ
て
は
、
そ
の
統
治
の
枠
外
に
は
み
出
た
者
と
、
そ
の
子
孫
で
あ
っ

て
、
職
業
は
多
く
世
襲
さ
れ
、
時
代
と
と
も
に
一
つ
の
身
分
と
し
て

固
定
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
直
接
清
初
の
祭
戸
に
つ
ら
な
る

と
は
考
え
に
く
い
。
同
じ
く
祭
戸
と
云
っ
て
も
、
祉
舎
の
繁
動
に
よ

っ
て
、
激
し
い
入
換
え
が
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

清
初
の
祭
戸
に
つ
い
て
、
先
き
に
引
い
た
世
宗
聖
徳
紳
功
碑
は
、
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こ
れ
を
明
初
・
靖
難
の
襲
に
際
し
バ
成
租
の
基
奪
に
反
抗
し
た
者
の

子
孫
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
嘉
慶
大
清
曾
典
事
例
の
袋
戸
開

放
を
記
る
し
た
部
分
も
同
様
で
あ
る
。

山
西
等
の
省
に
、
楽
戸
の
一
項
あ
り
。
原
よ
り
忠
義
の
後
長
属
す
。

其
の
先
世
は
、
明
の
建
文
の
末
、
基
立
に
附
せ
ざ
る
を
以
て
害
を

被
る
に
因
り
、
遂
に
茶
毒
に
遭
い
、
編
し
て
祭
戸
と
震
る
。
世
世

子
孫
、
自
ら
抜
れ
て
良
民
と
震
る
を
得
ず
。
市
同
書
巻
百
三
十
四
)

祭
戸
の
租
先
に
閥
す
る
右
の
よ
う
な
見
方
は
、
明
初
、
太
組
と
成

租
が
、
江
南
地
方
か
ら
華
北
各
地
に
住
民
を
徒
し
た
歴
史
事
賓
と
結

び
つ
い
て
生
れ
た
風
読
か
と
も
思
ね
れ
、
確
誼
に
は
乏
し
い
が
、
突
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巳
類
稿
に
引
か
れ
て
い
た
事
例
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
時
、
祭
戸
を
、

少
く
と
も
そ
の
一
部
を
、
靖
難
の
幾
に
際
し
て
節
に
殉
じ
た
者
の
子

孫
と
す
る
の
は
、
全
く
根
操
の
な
い
つ
く
り
話
で
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
し
て
、
乾
隆
卒
陽
府
志
な
ど
も
「
晋
の
築
戸
は
、
自
り

て
始
ま
る
所
を
知
ら
ず
。
」

(
同
書
径
二
十
九

・
風
俗
)
と
云
い
な
が
ら
、

や
は
り
一
読
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
嘗
時
こ
う

じ
た
見
方
が
、

か
な
り
贋
く
行
わ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

祭
戸
は
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
主
と
し
て
歌
舞
音
曲
な
ど
の
賎

業
に
従
事
す
る
民
で
あ
る
。
彼
ら
の
生
活
に
つ
い
て
、
光
緒
山
西
遁

“u
 

志
が
大
同
府
志
を
引
い
て
云
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
山
西
地
方
の
農
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村
に
は
、
立
春
の
前
日
、
こ
の
年
の
豊
作
を
祈
る
祭
を
行
う
風
習
が

あ
り
、
こ
の
日
に
は
、
優
人
祭
戸
が
歌
を
う
た
い
、
踊
り
を
お
ど
っ

て
い
た
が
、
楽
戸
が
解
放
さ
れ
た
薙
正
元
年
以
後
に
は
、
彼
ら
に
代

っ
て
人
が
一履
わ
れ
た
と
云
う
事
で
あ
る
。
文
、
既
葵
生
の
茶
徐
客
話

巻
二

H
H

楽
戸
惰
民
巧
戸
之
世
襲
h"
の
篠
に
は
、
祭
戸
開
放
に
関
す
る

御
史
年
照
の
上
奏
を
引
い
て

山
西
南
省
の
祭
戸
は
、
男
に
籍
貫
を
編
し
、
世
世
子
孫
、
勅
し
て

娼
と
痛
さ
し
む
。
紳
衿
地
槌
、
呼
召
す
れ
ば
即
ち
に
来
っ
て
酒
を

す
る

ま
h

お
ゐ

僚
む
。
間
一
二
の
恥
を
知
る
者
有
り
て
、
必
ず
相
い
容
ぜ
ず
。

と
云
っ
て
い
る
。
更
に
、
彼
ら
の
一
部
は
、
選
ば
れ
て
櫨
部
所
属
の

教
坊
司
や
各
王
府
に
隷
し
、
般
廷
の
朝
曾

・
燕
饗
の
音
祭
を
猪
首
し

た
。
沈
徳
符
の
寓
暦
野
獲
編
巻
二
十
四
H

口
外
四
紹
μ

の
僚
に
よ
れ

ば
、
大
同
の
代
簡
王
府
に
は
、
他
藩
に
数
倍
す
る
繁
戸
が
属
し
て
お

り
、
や
や
減
少
し
た
と
は
云
う
も
の
の
、
現
に
花
籍
に
あ
る
者
、
な

お
二
千
人
を
数
え
た
と
み
え
、
京
師
の
内
外
に
も
、
大
同
の
籍
か
ら

あ
ふ
れ
出
た
流
寓
の
繁
人
が
多
か
っ
た
と
記
る
さ
れ
て
い
る
。

教
坊
司
若
し
く
は
各
王
府
に
隷
属
す
る
祭
戸
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生

活
の
保
誼
が
あ
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
方
在
住
の
祭
戸

は
、
本
業
と
し
て
の
歌
舞
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
、
そ
の
或
る
者
は
、

生
活
資
料
と
し
て
最
低
の
土
地
を
持
ち
、
本
業
を
子
孫
に
停
え
な
が

ら
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
口
口
坤
が
山
西
巡
撫
在
任
中
(
明

高
暦
十
九
年
十
二
月
J
同
二
十
一
年
五
月
)
に
書
い
た
と
さ
れ
て
い

る
賓
政
録
巻
四
所
収
の

M
H

民
務
μ

の
一
節
、

4
豆一副都決戸
μ

の
篠
は
、

山
西
地
方
の
楽
戸
に
射
す
る
慮
置
十
一
僚
を
述
べ
た
も
の
で
、
各
州

懸
に
籍
を
有
す
る
繁
人
は
、
そ
の
中
か
ら
祭
首
を
選
ん
で
統
率
さ
せ

る
事
、
楽
戸
が
良
民
と
喧
嘩
し
た
場
合
に
は
加
倍
問
罪
す
べ
き
事
、

娼
優

・
祭
戸
は
良
民
と
同
じ
服
装
を
し
、
身
分
不
相
臆
の
品
物
を
持

つ
て
は
な
ら
な
い
事
、
祭
戸
は
良
民
を
買
っ
た
り
勾
引
し
た
り
し
て
ー
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こ
れ
に
賎
業
を
強
制
出
来
な
い
事
な
ど
、
祭
戸
に
謝
す
る
殿
し
い
差

別
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
一
候
は
、
次
ぎ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

一
、
築
工
の
地
を
有
す
る
者
は
、
既
に
糧
差
を
納
む
。
文
、
朝
賀

一
裁
の
う
ち
官
に
在
る
こ
と
一
ヶ
月
を
減

-
祭
杷
・
接
官
な
ど
、

ら
ず
。
原
よ
り
工
食
な
け
れ
ば
、

丁
銀
は
出
す
を
兎
ず
。
蓋
し
、

下
三
則
の
人
戸
は
、
力
差
・
銀
差
の
二
者
、
並
び
に
出
す
の
法
無

け
れ
ば
な
り
。

」
れ
に
よ
る
と
、
繁
戸
の
中
に
は
、
土
地
を
持
っ
て
農
耕
を
管
み

な
が
ら
、
相
俸
の
技
襲
を
も
っ
て
官
聴
の
役
に
臆
ず
る
者
が
あ
り
、



統
治
者
の
側
で
も
、
彼
ら
を
、
税
役
関
係
の
分
野
に
お
い
て
は
、
下

三
則
の
一
般
人
戸
と
同
様
に
取
扱
う
態
度
を
示
し
て
い
た
事
が
わ
か

る
。
こ
の
事
責
は
甚
だ
重
要
で
あ
っ
て
、
繁
戸
の
或
る
者
が
、
少
く

と
も
明
代
の
末
期
に
は
、
そ
の
生
活
の
内
容
に
お
い
て
、
殆
ど
一
般

下
層
農
民
と
費
ら
ぬ
も
の
を
持
っ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。
し
か

も
こ
の
風
調
は
、
，
次
第
に
携
が
り
つ
つ
あ
っ
た
ら
し
く
、
解
放
令
施

行
直
前
の
柴
戸
に
つ
い
て
は
、

今
の
柴
戸
鋳
る
者
、
亦
た
田
宅
を
有
し
、
亦
た
丁
格
有
り
。
亦
た

稼
稽
に
務
め
、
亦
た
勤
倹
を
知
り
、
良
民
と
異
る
無
し
。
(
乾
隆
卒

陽
府
志
巻
二
十
九
・
風
俗
)

と
云
う
記
述
も
あ
っ
て
、
彼
ら
に
封
ず
る
祉
曾
的
差
別
が
、
観
念
的

に
は
と
も
か
く
も
、
職
業
及
び
貫
生
活
の
面
で
は
、
徐
々
に
く
ず
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
と
み
る
事
が
出
来
よ
う
。

薙
正
帝
の
賎
民
開
放
令
は
、
落
正
元
年
(
一
一
一
日
)
四
月
に
護
せ
ら
れ
、

こ
こ
に
祭
戸
は
、
戸
籍
の
上
で
は
、
完
全
に
開
放
さ
れ
る
事
と
な
っ

た
。
貫
録
は
、
こ
の
事
を
薙
正
元
年
四
月
戊
辰
の
僚
に
記
載
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
帝
が
前
年
十
一
月
、
父
・
康
照
帝
の
あ
と
を
つ
い

で
か
ら
、
六
ヶ
月
も
た
た
ぬ
聞
の
事
で
あ
っ
た
。
薙
正
元
年
七
月
十
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一
日
付
の
巡
視
雨
漸
盟
課
晦
爾
泰
の
奏
摺
は
、
も
と
も
と
堕
民
・
巧

戸
の
開
放
を
.上
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
例
と
し
て
柴
戸
開
放
の

事
に
も
鰯
れ
、
同
年
三
月
、
御
史
年
照
が
、
柴
籍
を
削
除
し
て
風
俗

を
正
さ
ん
事
を
題
請
し
て
准
る
さ
れ
た
と
記
る
し
て
お
り
、
帯
爽
の

永
憲
錬
に
も
、
淑
江
道
監
察
御
史
年
照
の
上
奏
に
従
っ
て
、
山
西
隣

西
地
方
の
柴
籍
を
開
放
し
た
事
情
が
み
え
て
い
る
。

た
だ
こ
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
開
放
が

あ
く
ま
で
戸
籍
面
で
の
事
に
と
ど
ま
り
、

H

げ
改
業
し
て
良
民
と
帰
す
山

事
が
、
必
ら
ず
し
も
彼
ら
を
賎
業
か
ら
も
解
放
し
て
、
社
舎
の
基
本

的
経
済
機
構
に
く
み
入
れ
る
事
を
意
味
レ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
開

放
令
は
、
こ
の
離
に
つ
い
て
は
何
ら
の
具
健
的
慮
置
を
も
伴
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
繁
戸
自
身
に
と
っ
て
は
、
こ
の
開
放
令
に
よ

-127-

っ
て
、
賎
業
を
す
て
正
業
に
つ
く
可
能
性
が
念
に
増
加
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
身
分
は
良
民
で
あ
る
に
し

て
も
、
生
活
の
必
要
上
、
在
来
の
職
業
を
、
に
わ
か
に
放
棄
す
る
わ

け
に
は
行
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歌
舞
音
曲
を
賎
業

と
み
、
こ
れ
に
従
事
す
る
者
を
身
分
不
清
白
と
す
る
観
念
は
、
依
然

と
し
て
存
在
し
つ
づ
け
た
か
ら
、
彼
ら
が
そ
の
賎
業
を
棄
て
な
い
以

上
、
嘗
然
社
命
酉
的
な
賎
覗
は
や
ま
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
開
放
令
に
先
立
っ
て
、
教
坊
司
所
属
柴
戸
の
解
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放
は
、
何
回
か
試
み
ら
れ
て
い
た
。
明
代
に
は
、
宣
徳
十
年
(
一一

一四
)

英
宗
創
位
の
時
、
築
工
三
千
八
百
除
人
を
開
放
し
て
お
り
、
文
、

景

泰
七

・
八
年
(
右
目
)
に
も
築
工
を
開
放
し
よ
う
と
し
北
が
、
景
宗

の
退
位
に
よ
っ
て
賓
現
を
み
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
か
。
清
朝
で

も
、
数
坊
司
所
属
の
祭
戸
を
、
そ
の
宿
命
的
な
仕
事
か
ら
解
放
し
、的』叫

宣
官
、
或
い
は
音
撲
に
精
、
逼
し
た
者
を
、
謹
ん
で
繁
工
と
す
る
方
針
が
、

す
で
に
順
治
年
聞
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
て
、
如
何
な
る
理
由
に
基
ず

く
慮
置
で
あ
る
か
、

よ
く
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
を
祭

戸
開
放
の
前
段
階
と
考
え
る
な
ら
ば
、
薙
正
帝
の
こ
の
施
策
は
、

の
延
長
線
上
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

奨
戸
は
、
こ
う
し
て

一
躍
戸
籍
上
で
は
良
民
た
る
身
分
を
獲
得
し

た
が
、
そ
の
後
四
十
八
年
を
へ
た
乾
隆
三
十
六
年
(
ん
み
)
彼
ら
の
報

掲
膳
試
の
事
が
、
更
め
て
問
題
と
な
っ
た
。
五
十
年
に
近
い
歳
月
が
、

官
吏
と
な
る
に
必
要
な
三
代
清
自
の
篠
件
を
減
す
元
祭
戸
出
身
者
を

生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
瞳
部
が
議
し
て
准
る
さ
れ

た
施
行
要
餌
に
よ
る
と
、
報
官
改
業
、
即
ち
正
式
に
解
放
さ
れ
た
人

か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
り
、
本
人
は
も
と
よ
り
、
親
族
悉
く
賎

業
に
従
事
し
て
い
な
い
者
に
限
っ
て
、
報
揖
臆
試
を
許
可
す
る
と
定

め
ら
れ
、
開
放
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
僚
件
に
適
合
し
な
い
者
に
は
、

蔦
人
の
師
表
た
る
官
吏
へ

の
路
は
、

依
然
と
し
て
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
そ
し
で
こ

の
場
合
、
特
に
勢
豪
土
視
が
、
旦
貫
を
設
け
て

彼
ら
の
志
を
は
ば
む
事
を
禁
ず
る
規
定
を
附
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
地
方
人
の
身
分
制
の
混
観
を
忌
む
感
情
か
ら
お
こ
る
で
あ
ろ
う

紛
援
を
議
想
し
た
昆
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

規
定
は
、
巧
戸

・
蜜
戸

・
九
姓
漁
戸
・
そ
の
他
の
元
賎
民
に
劃
し
て

も
準
用
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

そ
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ω堕
民
。
惰
民

・
惰
民
な
ど
と
書
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
彼
ら
に

劃
す
る
解
放
令
は
、
笑
戸
よ
り
五
ヶ
月
お
く
れ
て
、
落
正
元
年
九
月

に
護
せ
ら
れ
ね
。
先
き
に
引
い
た
薙
正
元
年
七
月
十
一
日
付
の
犠
爾

泰
の
奏
摺
が
堕
民
の
開
放
を
奏
請
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
前
述
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劃
し
て
薙
正
帝
は
、
「
該
部
議
奏
せ
よ
」

と
珠
批
し
て
い
る
か
ら
、
膿
部
の
議
覆
を
へ

て
、
九
月
に
賓
施
さ
れ

る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

堕
民
の
過
去
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
を
宋
時
代
の
罪
人
・
伴
虜
の
子

孫
と
す
る
読
が
一
般
的
で
、

た
と
え
ば
、
嘉
靖
山
陰
鯨
志
巻
三

・
風

俗
の
僚
に
は
、



四
民
の
外
に
巧
戸
な
る
者
有
り
。
例
と
し
て
良
民
と
相
い
婚
姻
す

る
を
得
ず
。
慮
世
久
遠
に
し
て
其
の
従
り
て
始
る
所
を
知
ら
ず
。

或
い
は
日
く
、
栄
罪
停
の
遺
有
り
と
。
名
づ
け
て
堕
民
と
日
う
。

(
郷
都
に
散
慮
す
る
も
、
舎
稽
に
居
る
者
尤
も
多
し
)

と
あ
り
、
乾
隆
紹
興
府
志
巻
十
八
・
風
俗
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。

文
、
塔
爾
泰
の
奏
摺
も
、
土
地
の
者
に
尋
ね
た
り
、
紹
興
の
志
書
を

調
査
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
載
と
全
く
同
じ
結
論
に
達
し
た
と
云
っ
て

い
る
。
一
方
、
堕
民
の
聞
に
は
、
自
分
た
ち
は
宋
の
将
軍
焦
光
噴
と

そ
の
部
下
の
子
孫
で
、
先
租
が
宋
に
叛
い
て
金
に
投
じ
た
た
め
、
堕

民
と
よ
ば
れ
て
賎
視
さ
れ
て
来
た
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、

一
読
に
は
、
元
朝
滅
亡
の
際
、
明
に
降
っ
た
寧
波
府
城
駐
屯
の
豪
古

兵
の
後
葡
で
あ
っ
た
と
も
云
わ
れ
て
い
旬
。
巧
戸
即
ち
乞
食
の
家
と

ω
 

は
、
そ
の
戸
籍
上
の
呼
稀
で
あ
る
。

更
に
、
高
暦
野
獲
編
巻
二
十
四
に
も
町
一
巧
戸
μ
の
一
僚
が
あ
っ
て

大
要
次
ぎ
の
よ
う
な
事
が
記
る
さ
れ
て
い
る
。
漸
東
の
巧
戸
は
俗
に

大
貧
と
も
よ
ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
乞
食
で
は
な
い
し
、
文
、
必
ず
し

も
貧
乏
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
本
名
を
惰
民
と
云
う
が
、
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こ
れ
が
靴
っ
て
大
貧
と
な
っ
た
。
男
は
婚
躍
・
爽
儀
の
手
傍
い
・
牙

ω
 

伶
を
、
女
は
髪
結
い
や
結
婚
式
首
日
の
附
添
女
な
ど
を
し
て
暮
し
て

J

い
る
が
、
彼
ら
に
は
讃
書
・
纏
足
は
禁
じ
ら
れ
、
良
民
と
の
遁
婚
は

許
る
さ
れ
ず

た
と
え

E
高
の
富
を
築
い
て
も
、
掲
納
に
よ
っ
て
官

吏
と
な
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
:
:
:
云
々
。

堕
民
は
紹
興
府
層
の
各
鯨
に
分
散
居
住
す
る
賎
民
で
あ
る
が
、
そ

の
数
は
、
嘉
鹿
山
陰
勝
志
巻
一
・
風
俗
の
僚
に
云
う
と
こ
ろ
を
信
ず

れ
ば
、
「
蔦
を
以
て
計
る
L

、
即
ち
数
寓
を
数
え
た
。
そ
の
生
業
に
つ

い
て
も
、
祝
儀
不
祝
儀
の
手
停
い
・
牙
伶
・
髪
結
い
の
他
、
蛙
捕
り
、

倣
買
り
、
厄
梯
い
、
歌
舞
な
ど
、
か
な
り
康
範
園
に
わ
た
り
、
彼
ら

に
劃
す
る
祉
禽
的
差
別
も
、
日
常
生
活
の
細
部
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
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即
ち
、
野
獲
編
に
み
え
た
諸
事
賞
に
加
え
、
如
何
に
金
持
ち
で
も
糧

長
・
塁
長
に
充
て
ら
れ
る
事
は
な
く
、
服
装
に
つ
い
て
も
特
別
の
帽

一
般
人
か
ら
は
同
座
す
る
事
も
、
時
に
は

間

商
取
引
き
さ
え
も
拒
ま
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

子
・
着
物
を
指
定
さ
れ
、

そ
し
て
、
堕
民
に
劃
す
る
こ
れ
ら
の
差
別
は
、
嘗
時
の
吐
舎
慣
行

の
中
に
お
い
て
、
強
力
な
規
制
カ
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
堕
民
で
な
く
て
も
、
周
囲
か
ら
そ
の
熔
印
を
お
さ
れ
た
な
ーら
ば
、

人
人
は
そ
れ
に
伴
う
祉
禽
的
差
別
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
野
獲
編

η
巧
戸
“
の
僚
に
、
次
ぎ
の
よ
う
な

話
が
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
明
の
寓
暦
の
噴
、
北
京
に
紹
興
出
身
の
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人
の
醤
師
が
開
業
し
て
お
り
、
そ
の
名
を
蛇
某
と
云
っ
た
。
彼
は
名

醤
で
、

そ
の
診
察
を
求
め
る
人
は
ひ
き
も
き
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
次

第
に
資
産
家
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
揖
納
に
よ
っ
て
京
衛
組
歴

の
官
を
得
、
近
く
そ
の
職
を
授
け
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

同
郷
の
官
吏
の
中
に
、
彼
の
組
先
が
大
貧
即
ち
堕
民
で
あ
っ
た
と
云

レ
ふ
ら
す
者
が
あ
り
、
彼
は
極
力
そ
の
事
賓
無
根
な
る
を
排
明
し
た

が
、
同
郷
の
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
排
斥
す
る
の
で
、
還
に
官
に
つ
く
事

を
断
念
し
、
元
、通
り
町
醤
者
の
生
活
に
も
ど
っ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。

堕
民
に
封
す
る
差
別
は
、
こ

の
よ
う
に
か
な
り
巌
し
く
守
ら
れ
た

が
、
清
初
に
お
い
て
は
、
す
で
に
服
装
の
匡
別
は
ほ
ぼ
山
刷
れ
て
い
た

ら
し
く
て
、

「
而
し
て
籍
と
業
と
は
、
今
に
至
る
ま
で
蹴
れ
ざ
る
に
、

服
は
則
ち
梢
や
借
り
て
範
れ
た
り
」
と
云
わ
れ
、
更
に
堕
民
の
中
に

は
、
そ
の
世
相
を
集
め
て
訴
訟
を
お
こ
し
、
良
民
を
凌
ご
う
と
す
る
者

も
現
れ
、
然
も
こ
う
じ
た
風
潮
が
抜
大
し
つ
つ
あ
っ
た
事
が
、
乾
隆

紹
興
府
志
・
風
俗
の
僚
に
は
注
意
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
開
放
令
施
行
首
時
に
お
け
る
堕
民
の
委
で
あ
る
が
、
開
放

令
が
彼
ら
の
日
常
生
活
に
決
定
的
な
出
現
化
を
輿
え
る
程
の
効
果
を
持

た
な
か
っ
た
事
は
、
袋
戸
の
場
合
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
光
緒
上
虞
鯨

志
は
「
乃
ち
国
家
寛
恩
を
以
て
相
待
す
る
に
、
巧
戸
は
卒
に
改
業
自

新
す
る
を
肯
ぜ
す
」
(
問
書
巻
三
十
八
・
風
俗
)
と
云
っ
て
い
る
が
、
彼

ら
の
地
位
や
身
分

・
生
活
が
、
二
百
年
の
後
ま
で
、
殆
ど
繁
ら
な
か

っ
た
事
は
、
魯
迅
の
評
論
集

・
准
風
月
談
に
収
め
ら
れ
た
H

我
談
堕

民
μ

と
題
す
る

一
文
が
、
何
よ
り
も
雄
鼎
に
誼
明
し
て
い
る
。
魯
迅

は
、
そ
の
幼
少
年
時
代
、
故
郷
の
紹
興
で
見
聞
き
し
た
墜
民
に
つ
い

て
、
次
ぎ
の
よ
う
に
書
き
記
る
し
た
の
で
あ
る
。

「
紹
興
の
堕
民
は
、
す
で
に
解
放
さ
れ
た
奴
隷
で
あ
る
。
こ
の
解

放
は
薙
正
年
聞
の
事
だ
ろ
う
、
も
っ
と
も
断
定
は
出
来
な
い
が
。
だ

か
ら
、
彼
ら
は
み
ん
な
、
す
で
に
別
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
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ろ
ん
賎
業
で
あ
る
。
男
た
ち
は
古
手
買
い
を
し
、
鶏
の
毛
を
貰
り
、

青
蛙
を
捕
え
、
芝
居
を
し
た
り
す
る
。
女
は
正
月
や
節
句
に
な
る
と、

彼
女
が
主
人
と
認
め
て
い
る
家

へ
行
っ
て
祝
い
を
述
べ
、
お
め
で
た

や
不
幸
が
あ
る
と
手
博
い
を
す
る
。
こ
こ
に
な
お
奴
隷
の
名
残
り
を

留
め
て
い
る
。
事
が
す
む
と
す
ぐ
帰
り
、
か
な
り
源開
山
の
お
躍
を
貰

ぅ
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
、

か
つ
て
解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
わ

か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
堕
民
の
出
入
り
す
る
主
人
の
家
は
決
っ
て
い
て
、

勝
手
に
何
慮
へ
で
も
行
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
姑
が
死
ん
だ
ら
息
子

の
嫁
を
行
か
せ
、
あ
た
か
も
遺
産
の
よ
う
に
、
次
ぎ
の
世
代
に
停
え

る
。
非
常
に
貧
乏
す
る
か
し
て
、
出
入
り
す
る
権
利
を
、
他
人
に
頁



り
渡
し
て
は
じ
め
て
、
奮
主
人
と
の
関
係
は
絶
え
る
。
若
し
、
理
由

も
な
い
の
に
、
来
る
な
と
彼
女
に
云
っ
た
と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
彼
女

に
重
大
な
侮
辱
を
興
え
た
に
等
し
い
。

:::」

魯
迅
の
こ
の
記
憶
は
、
民
園
競
山
鯨
志
稿
巻
一

・
霊
域
門
・
風
俗

の
僚
の
記
述
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
-い
る
。

ω巧
戸
。
堕
民
が
別
に
巧
戸
と
よ
ば
れ
た
事
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
鰯
れ
た
が
、
同
じ
く
巧
戸
の
名
で
よ
ば
れ
る
賎
民
が
、
紹
興
に
近

く
、
蘇
州
の
属
厭
で
あ
る
常
熟
・
昭
文
南
牒
下
に
住
ん
で
い
た
。
彼

ら
に
つ
い
て
は
、
擦
る
べ
き
史
料
が
乏
し
く
、
そ
の
来
歴

・
生
業
な

ど
は
全
く
不
明
で
あ
っ
て
、

た
だ
彼
ら
に
劃
す
る
解
放
令
施
行
の
事

賓
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
。

(
薙
正
)
八
年
、
覆
し
准
る
ざ
る
。
江
南
蘇
州
府
回
閣
の
常
熟
・
昭

文
二
鯨
の
巧
戸
は
、
漸
江
の
堕
民
と
異
る
無
し
。
治
海
に
族
居
し

て
、
久
し
く
況
論
に
陪
ち
い
る
。
其
の
巧
籍
を
制
除
し
て
、
同
に

編
慢
に
列
す
る
を
准
る
せ
。

(古豪
、厳
曾
曲
州
事
例
巻
百
三
十
四
)

こ
れ
に
よ
っ
て
想
像
す
れ
ば
、
堕
民
と
大
し
て
違
わ
ぬ
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
開
放
令
に
つ
い
て
、
茶
除
客
話
の

記
載
に
よ
る
と
、
蘇
州
巡
撫
安
縫
善
が
、
巧
戸
の
開
放
を
奏
請
し
た
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と
あ
る
。

(
同
書
記
官
二
H
祭
戸
惰
民
巧
戸
之
世
襲
h

H

)

ω九
姓
漁
向
。
淑
江
省
に
は
堕
民
の
他
に
、
も
う
一
群
の
賎
民
が

あ
っ
た
。
九
姓
漁
戸
と
よ
ば
れ
る
銭
塘
江
の
水
上
生
活
者
で
あ
る
。

彼
ら
の
祖
先
は
、
元
朝
末
の
叛
蹴
に
、

一
方
の
旗
頭
と
し
て
活
躍

し
た
陳
友
諒
と
そ
の
部
下
で
、
明
の
太
租
朱
元
環
の
統
一
事
業
に
反

抗
し
た
た
め
、

叛
徒
と
し
て
賎
視
さ
れ
、
以
来
陸
上
の
生
活
を
禁
じ

ら
れ
、
す
ベ
て
舟
に
乗
っ
て
生
活
す
る
事
を
強
制
さ
れ
る
に
至
っ
た

と
傍
え
ら
れ
て
い
る
。
九
姓
と
は
、
彼
ら
が
陳
・
銭
・
林
・
李

・
室

孫
・
葉

・
許

・
何
の
九
つ

の
姓
を
持
つ
人
間
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
事
に
基
ず
く
と
云
い
、
漁
業
の
他
、
銭
晴
江
を
中
心
と
す
る

-131ー

江
南
の
水
域
に
舟
運
業
者
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
数
も
、
盛
時
に
は

二
千
絵
隻
、
清
朝
末
期
で
も
一
千
絵
隻
を
数
え
た
と
さ
れ
て
い
る。

そ
の
女
性
の
中
に
は
、
妓
女
と
な
る
者
も
多
か
っ
た
。

た
だ
、
彼
ら
に
謝
す
る
開
放
令
に

つ
い
て
は
、
貫
録
・
命
同血
ハ
な
ど

に
は
記
る
さ
れ
て
お
ら
ず
、

は
あ
る
が
、
乾
隆
三
十
六
年
六
月
の
、
解
放
賎
民
に
劃
す
る
掲
納
脹

一
躍
解
放
の
事
賓
を
疑
う
事
も
可
能
で

試
許
可
令
の
施
行
要
領
に
は
、

あ
ら
ゆ

贋
東
の
蛋
戸
、
漸
江
の
九
姓
漁
戸
、
及
び
各
省
の
凡
有
る
此
の
似

き
者
に
至
り
て
は
、
悉
く
該
地
方
官
に
令
し
、
此
に
照
し
て
耕
理

せ
し
む
。

(嘉
慶
曾
鼠
ハ事
例
巻
百
三
十
四
)
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と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
彼
ら
も
、
す
で
に
戸
籍
上
で
は
解
放
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
の
が
妥
嘗
で
あ
ろ
う
e

清
代
に
な
っ
て
解
放
さ
れ
て

か
ら
は
、
陸
に
あ
が
っ
て
農
耕
に
従
事
す
る
者
も
現
れ
た
と
は
、
民

圏
淑
江
新
志
の
記
載
で
あ
る
。

伺
阻
害
市
別
に
袋
民
或
い
は
龍
戸
・
裸
脆
と
も
よ
ば
れ
、
康
東
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
幅
建
に
か
け
て
住
む
水
上
生
活
者
で
あ
る
。
彼

ら
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
南
夷
の
一
種
で
、
そ
の
は
じ
ま
り
は
遠
く

唐
・
宋
時
代
に
ま
で
遡
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
事
は
わ
か

ら
な
い
。
傍
統
的
に
賎
視
さ
れ
、
陸
上
の
生
活
を
ゆ
る
さ
れ
ず
、
神
枠

世
舟
の
中
で
暮
ら
し
、
漁
業
や
舟
運
を
業
と
し
て
い
る
。

蜜
戸
に
謝
し
て
姦
正
帝
は
、
す
で
に
即
位
の
初
年
か
ら
閥
心
を
持

っ
て
い
た
ら
し
い
。
即
ち
、
薙
正
二
年
九
月
八
日
の
日
付
を
持
つ
雨

贋
総
督
孔
鏑
拘
の
奏
摺
に
は
、
か
つ
て
彼
の
奉
っ
た
奏
摺
が
返
さ
れ

て
来
て
、
株
批
三
道
を
捧
じ
た
‘と
こ
ろ
、
そ
の
一
つ
に
、

「
贋
東
の

聾
戸
は
埠
次
を
網
立
し
て
約
束
せ
よ
」
と
あ
っ
た
と
み
え
て
い
る
。

し
か
し
、
よ
り
積
極
的
な
施
策
は
、
薙
正
七
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
薙
正
七
年
(
一
一
枕
)
五
月
、
帝
は
康
東
方
面
の
総
督
巡
撫
に
議

し
て
、
聾
戸
を
賎
覗
す
る
謂
れ
な
し
と
し
、
そ
の
開
放
を
命
じ
た
。

上
識
は
次
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

aも
ル
』

:
・
聾
戸
は
本
よ
り
良
民
に
麗
し
、

軽
賎
按
棄
す
べ
き
の
庭
無
し
。

且
つ
彼
は
魚
謀
を
織
納
し
、
湾
民
と
一
健
な
れ
ば
、
安
く
ん
ぞ
、

地
方
の
積
習
に
因
り
、
強
い
て
匿
別
を
掃
し
、
こ
れ
を
し
て
瓢
蕩

麻
酔
寧
せ
し
む
る
を
得
ん
や
。
該
督
撫
等
に
著
し
、
締
じ
て
有
司
に

勧
し
て
、
遁
行
暁
識
し
、
凡
そ
無
力
の
蜜
戸
は
、
其
の
在
船
自
便

す
る
を
聴
し
て
、
必
ず
し
も
強
い
て
登
山
芹
せ
し
め
ず
、
如
し
力
有

こ
や

A
U

り
て
能
く
房
屋
を
建
造
し
、
及
び
棚
を
搭
け
て
棲
身
す
る
者
は
、

其
の
近
水
の
村
荘
に
在
っ
て
居
住
せ
し
め
、
湾
民
と
一
同
に
甲
戸

に
編
列
し
、
以
て
稽
査
に
使
な
ら
し
め
、
勢
豪
土
槌
も
借
端
し
て
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欺
陵
騒
逐
す
る
を
得
ず
。
並
び
に
有
司
に
令
し
て
聾
戸
を
動
議
し
、

荒
地
を
開
墾
し
て
播
種
力
回
せ
し
め
、
共
に
本
に
務
む
る

の
人
と

震
し
、
以
て
院
が
一
視
同
仁
の
至
意
に
副
へ
。

(
貧
録
薙
正
七
年
五

月
壬
申
の
候
)

聾
民
に
劃
す
る
揖
納
考
試
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
先
ぎ
に
祭
戸
及

び
九
姓
漁
戸
の
項
で
燭
れ
た
通
り
で
あ
る
。

」
う
し
て
、
聾
戸
は
薙
正
七
年
以
後
、
良
民
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
開
放
令
も
、
動
農
へ
の
志
向
を
も
ち
な
が
ら
、

賓
際
的

に
は
大
し
た
効
果
を
持
た
な
か
っ
た
如
く
で
、

つ
い
最
近
ま
で
多
数

の
聾
戸
が
存
績
し
た
事
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
彼
ら
が
良
民
と
な



る
と
、
嘗
然
民
丁
五
年
編
審
の
例
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
あ
る
が
、
道
光
贋
東
遁
ず
に
み
え
る
統
計
に
よ
る
と
、
蜜

戸
の
編
審
は
薙
正
九
年
に
は
じ
ま
り
、
乾
隆
六
年
に
は
蛋
丁
八
十
五
、

同
十
一
年
に
は
九
十
六
、
同
十
六
年
九
十
九
、
同
二
十
一
年
百
て

同
二
十
六
年
百
五
、
同
三
十
六
年
百
五
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら

の
人
口
が
数
寓
乃
至
十
数
蔦
と
概
算
さ
れ
て
い
る
の
を
思
い
あ
わ
せ

る
と
、
こ
れ
で
は
い
く
ら
何
ん
で
も
少
な
す
ぎ
る
。
そ
の
原
因
は
、

幾
っ
か
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の
事
貨
は
、
開
放
令
の
効
果
が
、

政
治
の
賓
際
面
に
は
、
全
く
と
云
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
ら
わ
れ
な
か
っ

た
一
つ
の
誼
擦
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
蛋
戸
の
大
部
分
は
、
依
然
と
し

て
政
治
の
枠
外
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

四

川
開
伴
僧
・
世
僕
。
右
に
み
た
賎
民
が
、
政
治
的
・
社
曾
的
賎
覗
に

よ
っ
て
祉
舎
の
外
に
放
逐
さ
れ
、
生
業
に
お
い
て
も
、
嘗
時
の
基
幹

産
業
た
る
農
業
か
ら
は
、
殆
ど
完
全
に
し
め
出
さ
れ
て
い
た
の
と
遠

っ
て
、
身
分
的
に
は
一
種
の
家
内
奴
隷
と
し
て
賎
覗
さ
れ
て
は
い
た

が
、
枇
禽
的
・
経
済
的
に
は
、
重
要
な
地
位
を
し
め
つ
つ
あ
っ
た
の
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が
こ
の
伴
償
と
世
僕
で
あ
る
。

件
償
及
び
世
僕
が
そ
の
一
種
で
あ
る
と
こ
ろ
の
曽
時
の
家
内
奴
隷

は
、
家
長
に
隷
属
し
て
、
日
常
の
傍
役
に
従
事
す
る
奴
稗
で
あ
っ
て
、

良
民
が
貰
買
・
典
嘗
・
投
薬
・
刑
罰
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
こ
れ
と

な
り
、
恩
赦
・
放
良
・
蹟
身
な
ど
の
方
法
で
解
放
さ
れ
る
ま
で
は
、

畑
山

そ
の
子
孫
と
と
も
に
服
役
す
A

き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
朝
中
期
か

ら
、
清
初
に
か
け
て
、
江
南
地
方
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
家
奴
を

養
う
風
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、
す
で
に
顧
炎
武
が
、

日
知
録
巻
十
三

η
奴
僕
h
H

の
篠
に
お
い
て
指
摘
し
て
以
来
、
注
目
す

べ
き
現
象
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
彼
の
親
察
に
よ
る
と
、
明
以
後
、

江
南
の
土
大
夫
の
家
に
は
、
家
奴
が
多
く
養
わ
れ
、
官
途
に
つ
く
者

が
あ
る
と
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
僕
と
な
る
者
が
現
れ
(
投
叢
)
、
家
計
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を
左
右
す
る
と
と
も
に
、
主
人
の
権
勢
を
笠
に
き
て
威
を
振
い
、
こ

の
地
方
の
民
生
一
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
っ
た
と
云
う

事
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
現
象
は
、
明
中
期
以
来
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
江

南
地
方
の
大
土
地
所
有
制
と
無
関
係
で
は
な
い
。
即
ち
、
自
ら
大
地

主
で
あ
り
な
が
ら
、
官
界
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
た
め
、
直
接
生
産
的

な
経
営
に
携
わ
る
徐
裕
を
持
た
ぬ
官
僚
的
寄
生
地
主
と
し
て
の
土
大

夫
階
級
に
は
、
そ
の
資
産
を
監
督
経
営
す
る
た
め
に
、
擬
制
的
家
族
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員
と
し
て
の
家
奴
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
社
ム
官
僚
件

の
下
に
お
い
て
蓄
え
ら
れ
た
多
数
の
家
奴
は
、
首
然
生
産
的
な
仕
事
、

即
ち
農
業
や
商
業
に
積
極
的
に
従
事
す
る
事
と
な
っ
た
。
し
た
が
つ

て
、
そ
の
中
か
ら
は
、
経
済
的
な
地
位
を
利
用
し
て
自
己
の
資
産
を

持
ち
、
主
人
と
は
別
個
の
自
立
的
な
地
主
商
人
と
な
る
者
も
現
わ
れ
、

家
奴
の
内
部
に
も
、
す
で
に
階
級
分
化
が
お
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
諸
事

間

寅
は
、
最
近
の
研
卸
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
徐
珂
の
清

稗
類
紗
巻
八
十
二

η
大
姓
寅
僕
μ

の
僚
に
は
、
嘗
時
の
家
奴
に
つ
い

て
、
次
ぎ
の
よ
う
に
記
る
さ
れ
て
い
る
。

徽
州
の
注
民
・・
呉
氏
、
桐
城
の
挑
氏
・
張
氏

・
左
氏
・
馬
氏
は
皆

大
姓
な
り
。
恒
に
僕
を
買
い
、
或
い
は
管
運
せ
し
め
、
或
い
は
耕

撃
せ
し
む
。
こ
れ
を
久
し
く
し
て
積
ん
で
賀
を
有
す
れ
ば
、
即
ち

家
健
と
共
に
賎
役
に
は
執
か
ず
。
其
の
子
孫
は
積
書
進
取
し
、
或

い
は
納
資
入
官
す
。
主
も
こ
れ
を
禁
ぜ
ず
。
惟
だ
既
己
に
身
を

f

質

り
た
れ
ば
、
例
と
し
て
主
の
姓
に
従
う
。
願
達
に
及
べ
ば
、
即
ち

主
僕
と
稿
せ
ず
し
て
、
主
を
呼
ん
で
叔
と
帰
す
。
蓋
し
、
同
姓
不

婚
を
以
て
、
後
日
連
姻
の
弊
を
杜
す
な
り
。

こ
う
し
た
家
奴
の
活
動
範
圏
の
う
ち
、
首
時
最
も
活
穫
で
あ
り
、

文
護
展
性
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
商
業
の
分
野
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

江
南
徽
州
府
は
有
名
な
新
安
商
人
の
故
郷
で
あ
り
、
明
清
時
代
に
、

こ
の
地
方
出
身
の
商
人
が
全
園
的
市
場
を
舞
台
と
し
て
活
躍
し
、
特

に
盤
商
と
し
て
大
を
借
用
し
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
新

安
商
人
が
、
そ
の
商
業
活
動
の
中
で
盛
ん
に
使
用
し
た
の
が
、
伴
償

-
世
僕
と
よ
ば
れ
る
家
奴
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、
藤
井
宏
氏
の
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
新
安
商
人
の
経
営
機

構
内
に
お
け
る
伴
僧
・
世
僕
の
地
位
は
か
な
り
高
く
、
主
人
の
直
接

的
監
視
を
脱
し
、
私
有
財
産
蓄
積
の
機
舎
も
あ
り
、
す
で
に
明
の
中

頃
に
は
、
主
人
に
劃
し
て
全
面
的
に
服
従
す
る
を
要
し
な
い
賓
力
を

備
え
る
者
も
い
た
と
云
う
事
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
伴
僧

・
世
僕
と
よ
ば
れ
る
者
も
含
め
て
、
江
南
地

方
の
家
奴
は
、
身
分
的
に
は
と
も
か
く
も
、
嘗
時
に
お
け
る
基
本
的

乃
至
設
展
性
あ
る
産
業
活
動
に
参
加
し
、
社
曾
も
彼
ら
の
活
動
に
た

よ
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
本
的
産
業
か
ら
し
め
出

さ
れ
て
い
た
他
の
賎
民
が
う
け
た
よ
う
な
差
別
は
、
現
賓
に
は
受
け

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
経
済
的
な
賓
力
の
向
上
に
と
も

な
っ
て
、
彼
ら
の
身
分
解
放
を
求
め
る
運
動
が
・
次
第
に
激
し
く
な
り
、

明
の
高
暦
年
聞
か
ら
清
の
康
照
年
間
に
か
け
て
の
江
南
地
方
に
お
い

て
は
、
農
民
の
反
地
代
斗
宇
と
と
も
に
、
抗
租
奴
繁
と
並
稽
さ
れ
る



重
要
な
祉
禽
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
薙
正
帝
の
伴
僧
・
世
僕
に

劃
す
る
解
放
令
も
、
こ
れ
ら
の
枇
舎
現
象
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
難
正
帝
は
、
伴
僧
・
世
僕
の
解
放
を
命
じ
た
上
識
の
中
で
、

そ
の
見
聞
を
次
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

近
ご
ろ
聞
く
な
ら
く
。
江
南
徽
州
府
に
は
則
ち
伴
僧
有
り
、
寧
園

府
に
は
則
ち
世
僕
有
り
。
本
地
呼
ん
で
細
民
と
掃
し
、
幾
ど
繁
戸

た
と
え
ば

-
惰
民
と
相
同
じ

o
X其
の
甚
し
き
者
は
、
如
二
姓
の
丁
戸
村
証

相
等
し
き
に
、
而
し
て
此
姓
は
乃
ち
彼
姓
の
伴
僧
・
世
僕
に
係
る

と
し
、
凡
そ
彼
姓
に
婚
爽
の
事
有
れ
ば
、
此
姓
は
即
ち
に
往
き
て

服
役
す
。
精
科
ぶ
町
な
る
有
れ
ば
、
加
う
る
に
霊
楚
を
以
て
す
。
及

び
其
の
僕
役
た
る
は
何
時
よ
り
起
る
と
訊
く
に
、
則
ち
皆
延
然
と

し
て
考
う
る
無
し
。
賓
に
上
下
の
分
有
る
に
非
ら
ず
し
て
、
相
治

の
悪
習
に
過
ぎ
ざ
る
耳
。

(貧
録
務
正
五
年
四
月
美
丑
の
僚
)

右
に
み
た
よ
う
な
康
範
圏
な
家
奴
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薙

正
帝
の
開
放
令
が
、
た
だ
徽
州
・
寧
園
南
府
下
の
伴
僧
・
世
僕
の
み
を

掛
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
相
臆
の
理
由
が

あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
も
す
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
し
い
事
は
わ

、375

か
ら
な
い
。
た
だ
、
上
識
に
醸
じ
て
、
礎
部
が
議
覆
し
た
安
慶
巡
撫

現
廷
珍
の
上
奏
の
内
倒
は
、
失
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
紳
衿

の
家
の
典
買
し
た
奴
僕
の
う
ち
、
現
に
契
約
書
も
あ
っ
て
照
身
し
て

い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
及
び
其
の
子
孫
は
、
依
然
と
し
て
奴

僕
と
す
る
事
。
す
で
に
購
身
し
て
も
、
本
人
と
、
彼
が
主
家
に
あ
る

時
に
生
ま
れ
た
子
供
に
は
、
主
僕
の
名
分
を
存
し
、
主
家
に
あ
っ
て

生
ん
だ
子
で
な
い
者
に
限
っ
て
良
民
と
す
る
事
。
奴
と
な
っ
て
年
代

が
た
ち
、
契
約
書
も
失
わ
れ
て
い
て
、
現
に
主
家
の
借
家
養
も
受
け
て

い
な
い
者
は
、
世
僕
と
し
て
扱
う
を
得
な
い
事
・:・。

こ
の
議
覆
は
翌
六
年
(
一
一
化
)
一
一
月
裁
可
を
へ
て
施
叩
け
さ
れ
る
事
と

な
る
が
、
こ
の
場
合
彼
ら
の
性
質
上
一
律
の
開
放
で
は
な
く
、
個
々
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の
篠
件
を
考
慮
し
、
根
操
あ
る
者
の
開
放
を
許
る
さ
な
か
っ
た
事
は
、

彼
ら
が
祉
曾
経
済
的
に
果
し
つ
つ
あ
っ
た
役
割
と
も
考
え
あ
わ
せ
て
、

注
目
し
て
よ
い
現
象
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
保
件
付
き
の
解
放
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
施
行
に
あ

た
っ
て
は
、
様
々
の
紛
争
が
生
じ
る
の
も
亦
、
や
む
を
得
な
い
事
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
江
南
安
慶
按
察
使
劉
栴
の
奏
協
に
よ
る
と
γ

文
を
奉
じ
て
施
行
し
て
以
来
、
現
に
契
約
書
が
あ
っ
て
僕
た
る
者
と
、

附
居
佃
回
し
て
は
い
る
が
僕
で
な
い
者
に
劃
し
て
は
、
通
達
ど
お
り

賓
施
し
て
い
る
が
、
年
代
も
古
く
契
約
書
も
失
わ
れ
て
い
る
場
合
に
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は、

主
家
の
祭
養
を
受
け
て
い
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
争
い
や
訴

訟
が
絶
え
な
い
と
云
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主
家
と
家
奴
と
の
封
立

は、

所
謂
奴
獲
の
風
潮
と
も
結
び
つ
い
て
、

一
層
激
し
か
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
開
放
さ
れ
た
伴
償

・
世
僕
に
射
し
て
も
、

嘉
康
十
四

凶

年
に
は
じ
め
て
、
三
代
情
自
の
篠
件
を
つ
け
て
、
官
吏
と
な
る
路
が

そ
の
上
識
の
一
節
に
は
、

:
:
:
其
の
典
身
賀
身
の
文
契
は
、
率
ね
遺
失
し
て
存
す
る
無
し
と

開
か
れ
て
い
る
が
、

精
し
、
其
の
服
役
出
戸
の
年
分
を
考
う
る
も
、
亦
た
倶
に
貫
を
指

す
に
従
し
無
し
。
特
に
其
の
掲
監
臆
考
等
の
事
有
る
に
遇
え
ば
、

良
賎
を
分
別
す
る
を
以
て
鮮
と
掃
し
、
墨
ね
て
許
控
を
行
う。

而

し
て
被
控
の
家
も
、
戸
族
蕃
桁
な
れ
ば
、
文
悉
く
は
汚
賎
に
甘
ん

ず
る
を
肯
え
ん
ぜ
ず
、
案
臆
繁
誕
し
、
互
相
仇
恨
す
。
:
:
:
(
貫
録

嘉
康
十
四
年
十
二
月
庚
成
の
傑
)

と
云
っ
て
、
彼
ら
が
そ
の
賓
力
を
背
景
と
し
て
、
主
家
若
し
く
は

般
良
民
と
封
抗
し
て
い
た
様
子
を
俸
え
て
い
る
。

五

開
棚
民
。
彼
ら
は
、
少
く
と
も
薙
正
時
代
に
お
い
て
は
、
賎
民
と

は
み
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
薙
正
五
年
十
月
十
一
日
付
の
漸
江

巡
撫
李
衛
の
奏
摺
は
、
こ
の
棚
民
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
よ
う
に
云
つ

て
い
る
。

夫
れ
棚
民
は
淳
頑
等
し
か
ら
ざ
る
も
、
原
よ
り
牽
く
は
盗
と
信
用
ら

ん
と
て
来
り
し
に
は
非
ら
ず
。
皆
一
帽
建
江
酉
の
貧
民
に
し
て
、
本

地
は
人
多
く
田
少
な
け
れ
ば
、

養
活
す
る
能
わ
ざ
る
に
因
り
、
故

に
相
率
い
て
外
方
に
就
食
す
。
今
三
十
徐
年
を
歴
た
り
。

(薙
正

珠
批
論
旨
)

」
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
加
く
、
彼
ら
は
一
種
の
流
民
で
あ

り
、
そ
の
居
住
範
圏
は
江
西

・
一
隅
建

・
濁
江
三
省
に
わ
た
っ
て
い
る

が
d

移
住
者
と
し
て
の
型
態
も
甚
だ
複
雑
で
あ
っ
た
。
右
の
記
述
に
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績
く
李
衛
の
言
に
よ
れ
ば
、

其
の
中
に
は
、
先
ず
替
を
携
え
て
来
る
者
有
り
、
種
地
獲
利
し
て

家
替
を
搬
取
し
て
同
居
す
る
者
有
り
、
文
住
居
す
る
こ
と
年
久
に

し
て
団
地
を
置
買
し
、
弁
び
に
本
地
の
民
間
と
婚
姻
を
結
聯
す
る

者
有
り
、
此
等
は
皆
籍
に
回
ら
ず
。
惟
だ
内
に
室
家
無
き
の
輩
有

り
、
年
絡
に
は
回
去
し
、
数
人
を
留
下
し
て
棚
を
守
ら
し
め
、
次

年
復
び
来
る。

:
:
:

と
あ
り
、
又
、
江
西
巡
撫
斐
倖
度
の
奏
摺
に
は
、

江
省
の
棚
民
は
、
由
来
己
に
久
し
く
、
:
:
:
各
同
じ
か
ら
ぎ
る
有



り
、
入
籍
年
久
に
し
て
現
に
納
糧
嘗
差
す
る
者
有
り
、
入
籍
久
し

か
ら
ず

L
て
去
留
定
め
な
き
者
有
り
、
遠
く
山
筈
に
在
り
て
星
散

各
居
す
る
者
有
り
、
土
民
の
其
れ
を
健
い
て
傭
工
と
な
し
、
地
主

の
其
を
招
い
て
墾
回
せ
し
む
る
者
有
り
、
山
主
其
の
力
作
を
利
と

し
曲
げ
て
臆
庇
を
帰
す
者
有
り
。
(
議
旨

・
裂
体
度
・
薙
正
二
年
三
月

二
十
八
日
)

と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
棚
民
の
う
ち
、
嘗
初
よ
り
移
住
地
に

入
籍
し
て
本
地
人
と
交
わ
り
、
更
に
税
役
を
負
携
し
た
者
は
、
決
し

て
賎
民
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
即
ち
、
貫
録
落
正
九
年
二

月
壬
寅
の
僚
に
よ
れ
ば
、
棚
民
の
う
ち
入
籍
す
る
事
二
十
年
以
上
に

及
び
、
且
つ
回
鷹
墳
墓
を
有
す
る
者
に
は
、
居
住
の
州
鯨
に
お
い
て

科
事
に
臆
ず
る
事
を
許
し
、
府
州
牒
拳
の
定
員
も
、
棚
民
童
生
の
数

却

に
臆
じ
て
増
員
す
る
慮
置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
他
の
賎

民
の
場
合
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
、
賎
覗
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
同
じ
く
棚
民
の
名
で
よ
ば
れ
る
移
住
民
の
中
に
は
、
本
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一
般
社
舎
の
外
に
流
移
し
、
各
州
豚

の
山
寄
り
の
土
地
に
操
っ
て
、
廠
・
龍
・
煙
車
・
香
料
な
ど
を
栽
培

m
 

す
る
か
た
わ
ら
、
炭
焼
き
や
紙
造
り
な
ど
を
し
て
暮
す
者
が
あ
っ
た
。

地
人
の
聞
に
も
と
け
込
ま
ず
、

棚
民
即
ち
小
屋
掛
け
の
民
と
云
う
名
は
、
多
分
そ
の
生
活
様
式
か
ら

生
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
と
本
地
人
と
の
距
離
は
、
次
第
に
大

き
〈
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
李
衛
は
こ
の
原
因
を
地
方
官
の
立
場
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

:
:
・
棚
民
は
姦
良
費
し
か
ら
ず
、

去
来
定
め
な
し
。
墾
す
る
所
の

蔵
山
、
数
年
の
後
に
は
、
地
力
量
き
日
勿
く
、
文
復
新
土
を
醗
墾
し

た
り

て
、
塚
墓
を
損
傷
す
。
且
つ
性
情
粗
頑
に
し
て
、
衆
を
僑
ん
で
争

と
も
す
れ
ば

闘
し
、
動
靴
兇
を
逗
し
く
す
。
若
し
教
収
の
年
に
遇
え
ば
、
嬬
盗

し
て
匠
と
漏
る
等
の
弊
有
り
。
・
:
:
・
(
議
旨
・
李
衛
・
難
正
五
年
十
月
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十
三
日
)

本
地
人
が
彼
ら
に
劃
し
て
友
好
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

し
、
紛
争
の
原
因
は
、
も
ち
ろ
ん
本
地
人
の
側
に
も
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
が
、
と
に
か
く
、
こ
う
し
だ
紛
争
ゃ
、
習
慣
の
遣
い
な
ど
が
、

商
者
の
距
離
を
擦
げ
る
最
初
の
要
因
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
出
来
あ

が
っ
た
棚
民
別
視
の
篠
件
に
加
え
て
、
山
聞
の
流
民
に
と
っ
て
は
や

む
を
得
な
い
生
活
の
貧
し
さ
、
若
し
く
は
焼
畑
農
法
を
思
わ
せ
る
そ

の
生
産
技
術
の
低
さ
な
ど
が
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
次
第
に
一
種

の
賎
民
が
生
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

清
初
に
お
け
る
満
州
・
蒙
古
・
四
川
・
陳
西
方
面
へ
の
移
住
民
が
、
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別
に
原
住
民
と
大
し
た
紛
争
も
お
こ
さ
ず
、
賎
覗
も
さ
れ
ず
に
定
着

し
て
行
っ
た
の
に
針
し
、
こ
れ
ら
の
棚
民
は
、
本
地
人
と
の
針
抗
閥

係
に
お
い
て
右
の
よ
う
に
劣
勢
で
あ
っ
た
た
め
、
社
舎
の
外
に
放
逐

さ
れ
、
彼
ら
自
身
も
、
山
の
中
で
特
殊
な
集
圏
を
形
成
し
て
生
活
す

る
事
が
多
か
っ
た
か
ら
、
逮
に
一
種
の
賎
民
と
み
な
さ
れ
る
に
至
つ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
薙
正
年
間
に
は
、
彼
ら
を
賎
民
と
扱
っ
た

記
錬
は
な
い
が
、
清
園
行
政
法
が
棚
民
を
賎
民
の
一
つ
と
み
な
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を

へ
て
、
清
朝
末
年
に
は
、
彼
ら
が

完
全
な
賎
民
と
な
っ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
賎
民
が、

祉
舎
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
る
一
つ
の
型
と
考
え
る
事
が
出
来
る。

こ
の
よ
う
に
、
落
正
帝
の
治
世
に
お
い
て
は
、
棚
民
は
、
政
治
的

に
も
吐
曾
的
に
も
、
賎
民
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
統
治
者
と
し
て
も
、
彼
ら
を
流
民
と
し
て
扱
い
、
こ
れ
を
支

配
健
制
の
中
に
把
握
し
て
お
く
事
だ
け
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
開

放
を
云
々
す
る
齢
地
は
な
か
っ
た
。
棚
民
問
題
に
劃
す
る
帝
自
身
の

見
方
は
、
次
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

漸
・
聞
・
江
西
等
省
の
棚
民
有
る
の
州
臓
は
、
股
駅
留
心
し
て
牧

令
を
棟
鼓
し
て
前
往
し
、
化
導
董
率
の
任
を
司
ら
し
む
。
蓋
し
、

此
等
無
業
の
民
人
は
、
褒
散
常
無
く
、
往
来
定
め
無
し
。
其
の
間

良
頑

一
な
ら
ず、

姦
を
放
し
易
し
。
若
し
稽
察
梢
疎
な
れ
ば
、
必

ず
漸
く
間
閣
の
優
と
魚
る
に
至
ら
ん
。

:
:
:
(
貫
録
薙
正
十
三
年
七

月
戊
申
の
依
)

こ
う
し
た
考
え
方
を
基
礎
と
し
て
、
棚
民
を
現
地
の
保
甲
に
編
入

せ
し
め
、
地
主

・
山
主
や
保
長
・

甲
長
ら
を
通
じ
て
、
州
照
官
に
稽

ω
 

そ
の
棚
民
劃
策
で
あ
っ
た
が
、

事
の
重
要

察
さ
せ
る
と
云
う
の
が
、

性
に
つ
い
て
語
っ
た
帝
の
言
葉
は
、

薙
正
株
批
論
旨
の
中
に
幾
っ
か

俸
え
ら
れ
て
い
る
。

二
・
三
の
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、

「候
御
極
の

初
め
、
江
西

・
漸
江
棚
民
の
一
事
の
痛
め
に
、
屡
ば
経
に
該
督
撫
に
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巌
識
し
、

法
を
設
け
て
料
理
せ
し
む
る
こ
と
菅
に
再
三
な
ら
ず
・:」

(
張
坦
麟
・

務
正
六
年
十
二
月
三
日
)
と
か
、

「
汝
等
大
吏
、
但
だ
此
種

棚
民
を
持
っ
て
現
て
地
方
の
要
務
と
篤
し
、

不
時
に
留
心
察
訪
す
れ

ば
、
則
ち
諸
愚
自
ら
消
え
、
相
安
ん
じ
て
事
無
か
ら
ん
。
」
(
李
衛

・薙

正
五
年
四
月
十
一
日
)
な
ど
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

な
お
、
こ
う

し
た
薙
正
時
代
の
方
針
に
な
ら
っ
て
、
乾
隆
年
聞
に
も
、

二
回
ば
か

ω
 

り
棚
民
稽
査
の
法
を
定
め
た
事
が
史
書
に
記
錬
さ
れ
て
い
る。

ω寮
民
。
贋
東
地
方
の
山
中
に
住
む
賎
民
的
要
素
を
持
つ
貧
民
で

あ
る
。
彼
ら
の
生
活
に
つ
い
て
は
、

と
や

庚
東
の
州
一瞬
に
は
、
山
に
入
っ
て
寮
を
搭
け
、
香
木
春
粉
を
取
り
、



柴
を
砂
川
り
炭
を
焼
い
て
業
と
信
用
す
者
有
り
。
::・

(
嘉
慶
舎
一典
事
例

記
官
百
三
十
四
)

と
あ
る
が
、
寮
民
と
は
、
棚
民
と
同
じ
く
小
屋
掛
け
の
民
と
云
う
ほ

ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
ら
に
閲
し
て
は
、
棚
民
ほ
ど
の
史

料
が
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
詳
し
い
事
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼

ら
も
、
落
正
・
乾
隆
以
後
は
一
様
に
保
甲
に
編
入
さ
れ
、
寮
長
を
設

け
て
鈴
束
さ
せ
る
一
方
、
地
主
が
彼
ら
を
招
い
て
小
作
さ
せ
る
時
に

は
、
寮
丁
の
名
を
届
け
出
で
、
文
、
彼
ら
が
官
有
地
に
入
る
場
合
に

聞

も
、
官
に
申
告
す
べ
き
も
の
と
規
定
さ
れ
た
。

..... ，、

以
上
は
、
清
初
に
お
け
る
賎
民
乃
至
賎
民
的
要
素
を
も
っ
人
間
集

圏
の
歴
史
と
生
活
、
彼
ら
に
劃
す
る
落
正
帝
の
一
連
の
慮
置
を
列
奉

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
賎
民
開
放
令
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
、
帝
自

身
は
、
自
ら
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

院
は
移
風
易
俗
を
以
て
心
と
篤
す
。
九
そ
習
俗
相
い
治
い
て
振
抜

す
る
能
わ
ざ
る
者
は
、
成
典
う
る
に
自
新
の
路
を
以
っ
て
せ
り
。

山
西
の
祭
戸
、
漸
江
の
惰
民
の
如
く
、
皆
其
の
賎
籍
を
除
き
、
良

379 

民
と
魚
ら
し
む
る
は
、
廉
恥
を
勘
め
、
而
し
て
風
化
を
贋
む
る
所

以
な
り
。

(
賞
品
開
獲
正
五
年
四
月
発
丑
の
篠
)

薙
正
帝
が
、
こ
の
一
連
の
賎
民
開
放
令
に
期
待
し
た
も
の
が
何
で

あ
っ
た
か
、
こ
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
表
わ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
、
帝
自
身
が
考
え
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
進

言
者
と
し
て
何
人
か
の
地
方
官
も
登
場
す
る
が
、
即
位
の
初
年
か
ら
、

一
貫
し
た
方
針
の
下
に
開
放
を
命
じ
た
薙
正
帝
の
態
度
の
中
に
は、

位
舎
問
題
に
劃
す
る
関
心
の
鋭
さ
を
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
云
う
よ
う
に
‘
統
治
者
と
し
て
「
廉
恥
を
蹴

め
、
而
し
て
風
化
を
蹟
む
る
」
た
め
に
信
用
さ
れ
た
に
は
違
い
な
い
の
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で
あ
る
が
、

一
方
、
伴
倦
や
世
僕
な
ど
は
例
外
と
し
て
、
成
立
の
過

程
に
お
い
て
、
清
朝
と
は
全
く
何
ら
の
関
係
も
持
た
な
か
っ
た
賎
民

に
劃
す
る
、
専
制
君
主
の
恩
寵
の
現
れ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

又
、
天
子
の
下
に
お
い
て
は
、
高
民
は
卒
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

す
る
そ
の
統
治
理
念
の
反
映
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
よ
り

積
極
的
に
は
、
賎
民
へ
の
差
別
が
、
何
ら
か
の
地
方
的
な
紛
争
を
ひ

き
起
す
事
を
渓
防
せ
ん
と
す
る
、
貫
際
的
な
要
求
か
ら
出
た
も
の
と

み
る
事
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
帝
の

抱
負
の
一
端
を
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
か
づ
っ
云
い
あ
て
て
い
る
と
思
う
が
、

こ
う
し
た
薙
正
帝
の
意
固
に
反
し
て
、
開
放
令
が
、

賓
際
的
に
は
そ
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れ
程
の
効
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
事
も
否
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

即
ち
、
或
る
面
で
は
次
第
に
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
か
に
み
え
る
賎
民

へ
の
枇
曾
的
な
差
別
を
、
強
化
す
る
方
向
で
は
な
し
に
、
こ
れ
を
無

く
し
よ
う
と
し
た
開
放
令
の
時
代
的
な
進
歩
性
は
、
そ
れ
が
蛍
時
の

身
分
閥
係
を
、
政
治
的
に
問
中
純
化
し
た
事
賓
と
と
も
に
、
も
ち
ろ
ん

認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
た
だ
戸
籍
面
で
の
開

放
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
を
そ
の
賎
業
か
ら
も
開
放
し
て
、
枇
舎
の
基

本
的
な
階
級
閥
係
の
中
に
組
み
入
れ
る
た
め
の
何
ら
の
具
鐙
的
慮
置

を
伴
っ
て
お
ら
ず

し
た
が
っ
て
、
堕
民
や
聾
戸
の
場
合
に
特
徴
的

に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
大
部
分
が
、
そ
の
ま
ま
賎
覗
さ
れ
て

近
年
に
及
ん
だ
の
も
亦
、
動
か
し
が
た
い
事
賓
で
あ
っ
た
。
然
も
、

賎
民
を
開
放
し
て
風
俗
を
正
さ
ん
と
志
し
た
帝
の
時
代
に
、
新
し
い

賎
民
と
し
て
の
棚
民
が
、
次
第
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
は
、
皮

肉
な
現
象
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
開
放
令
の
賓
際
面
に
お
け
る
効
果
が
、
右
に
み
た
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
、
落
正
帝
の
善
政
の
一
つ
と
し
て

評
債
出
来
る
と
し
て
も
、
社
舎
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
云
う
貼
に

つ
い

て
は
、
否
定
的
な
許
債
し
か
輿
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
主
匂と
し
て

帝
の
個
人
的
開
心
に
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
政
策
の
、
嘗
然
の
締
結

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

註ω光
緒
山
西
通
志
巻
八
・
風
土
記
上
・
歳
時
。

倒
明
史
径
六
十
一
・
祭
士
山
一
。
同
巻
七
十
四
・
酷
判
官
志
・
教
坊
司
。
皇
朝
文

献
通
考
巻
百
七
十
四
・
祭
考
・
俗
部
出
束
。

川W
寵
端
正
珠
批
議
旨
・
鳴
爾
泰
・
薬
正
元
年
七
月
十
一
日
。
永
憲
鍬
巻
二
上
・

薙
正
元
年
四
月
の
係
。

ω前
向
暦
野
獲
編
巻
一
・

"η

稼
祭
工
夷
婦
μ"
。
茶
除
客
話
巻
四
“
げ
数
坊
司
μ"
。

発
巳
類
稿
巻
十
二

η
除
祭
戸
写
戸
籍
及
女
笑
考
附
古
事

μ"
。

伺
皇
制
文
献
遁
考
巻
百
七
十
四
・
祭
考
。

仙
別
賞
録
乾
隆
三
十
六
年
六
月
庚
申
の
僚
。
嘉
慶
大
精
舎
典
事
例
巻
百
三
十
四
。

ι

伺
賞
品
開
薙
正
元
年
九
月
丙
申
の
篠
。
鐙
民
開
放
の
経
緯
は
、
永
憲
鎌
倉
二
下
↓

-
落
正
元
年
八
月
の
僚
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
は
奏
請
者
と
し
て
、
巡
盤
爾

斯
監
察
御
史
都
爾
泰
の
名
が
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
株
批
論
旨
に
あ
る

と
お
り
、
鳴
爾
泰
が
正
し
い
。

刷
註

ω。

川
明
註

ω。
嘉
鹿
山
陰
師
雲
仙
巻
一
・
風
俗
。

制
民
図
漸
江
新
志
第
七
章
・
特
殊
民
族
。

帥
註
吋
乾
隆
紹
興
府
志
巻
十
八
・
風
俗
。

同
江
南
地
方
に
お
け
る
結
婚
式
の
介
添
女
は
、
紹
興
で
は
喜
婆
、
寧
波
で
は

迭
娘
子
と
よ
ば
れ
、
い
ず
れ
も
堕
民
の
女
が
な
っ
た
が
、
蘇
州
地
方
で
は
、

喜
娘
と
云
っ
て
良
民
の
子
女
が
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。
(
消
稗
類
紗
巻
八
十

一

一

)



帥
註
刷
。
乾
隆
紹
興
府
士
山
巻
十
八
・
風
俗
。
嘉
鹿
山
陰
豚
志
巻
十
一
・
風
俗
。

光
緒
品
開
銚
勝
志
巻
五
・
風
俗
。
永
憲
錬
巻
二
下
・
薬
正
元
年
八
月
の
傑
。

制
民
園
掘
削
江
新
志
第
七
章
・
特
殊
民
族

O

M
脚
質
錬
薙
正
七
年
五
月
壬
申
の
係
。
民
園
幅
削
江
新
士
山
第
七
章
。

M
W
薙
正
珠
批
議
旨
、
孔
銃
均
、
薙
正
二
年
九
月
八
日
。

側
道
光
庚
東
遜
志
晶
也
九
十
一
・
輿
地
略
九
・
戸
口
一
一
。

'

M
岬
消
園
行
政
法
第
2
加
飢
頁
以
下
。

制
宮
崎
市
定

・
明
代
蘇
松
地
方
の
土
大
夫
と
民
衆
(
史
林
初
出
・

3
)

佐
伯

有
一
・
明
末
の
萱
氏
の
繁
(
東
洋
史
研
究
凶
・

1
)

小
山
正
明
・
明
末

消
初
の
大
土
地
所
有
一
(
史
拳
雑
誌
臼
・
ロ
)

帥
藤
井
宏
・
新
安
商
人
の
研
究
三
(
東
洋
皐
報
mm
・

3
-
m頁
以
下
)

帥
賞
品
開
薙
正
五
年
四
月
美
丑
の
保
。

抽
同
倒
落
正
珠
批
論
旨
・
劉
格
・
年
月
不
詳
。

帥
清
園
行
政
法
第
2
冊

H
E頁。

備
問
由
晴
正
株
批
論
旨
・
李
信
欄
・
薙
正
五
年
四
月
十
一
日
。

M
W
賓
録
薙
正
九
年
二
月
壬
寅
の
候
。
官
軍
正
珠
批
議
旨
・
越
弘
恩
・
薙
正
十
ニ

年
六
月
二
十
五
日
。
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納
判
官
情
正
株
批
論
旨
斐
待
度
・
薙
正
元
年
四
月
二
十
一
日
。
同
薬
正
二
年
三
月

二
十
八
日
。
李
街
・
確
正
五
年
四
月
十
一
日
。

M
W
薙
正
時
代
の
棚
民
針
策
に
つ
い
て
は
、
珠
批
論
旨
特
に
李
徳
・
越
弘
思
・

斐
停
度
の
項
に
随
時
み
え
て
い
る
が
、
中
央
で
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、

皇
朝
文
献
活
考
巻
十
九
戸
口
考
と
嘉
慶
曾
曲
門
事
例
巻
百
一
-
一
+
四
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
舎
典
事
例
が
乾
隆
四
年
と
し
て
記
録
す
る
一
僚
は
、
筆

者
の
考
え
で
は
、
確
正
四
年
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
詳
し
い
事
は
わ
か
ら
な
い
。
後
考
に
ま
つ
。

鱒
皇
朝
文
献
遁
考
巻
寸
九
・
戸
口
考
。
註
仰
の
禽
曲
問
事
例
の
記
載
が
史
貨
で

あ
る
と
す
れ
ば
、

三
回
行
わ
れ
た
事
に
な
る
。

州
側
嘉
慶
大
滑
舎
曲
州
事
例
巻
百
三
十
四
。

一
九
五
九
年
十
月
二
十
日
稿
了
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On the Regulation of Thoughts for the EarIy Ch'ing ;青

Kazuko Ono 

U nder the declining Ming明 dynasty，young literati fought against the 
Nei-kuan内官， calling their union， She吐. After the destruction of Ming， 

many of the She formed part of the anti-Manchu movement. The 

Manchus began to regulate this movement in the Shun-chih順治 period.

As the result， the She changed their character from political uriion into 

assemblies of literati， training in Shih・wen時文 orstudies in textual criti-

cism. After the middle of the K'ang-hsi康照 period，the Manchus under-

took to conciliate the anti-Manchu movement both through editing Chinese 

books and moral education at schools. Finally， the movement of t11e young 

Chinese literati grew to be faint and be unpolitical， and the anti-Manchu 

movement was succeeded by the secret societies of the lower classes. 

On the Emancipation of the Lower Orders by the Yung-cheng Emperor 

Takanobu Terada 

In the early period of the Ch'ing清 dynasty，there lived several kinds of 

persons of inferior social status， called Yueh-hu祭戸， To-min堕民， Kai-hu 

巧戸， Chiu・hsing-yu-hu九姓漁戸， Tan-hu蜜戸， Liao-min 寮民， P'eng-min 

棚民， Pang-tang伴僧 andShih・p'u世僕. One of the most important policies 

of the Yung-cheng emperor was their emancipation. The author tries to 

uncover the detai1s of these reforms. 

The Currency Problem in the Yung'・cheng薙正 Period

Tomi Saeki 

Since the begining of the Ch'ing清 dynastyti11 the middle of the 

Ch'ien・lung乾隆 period，which included the Yung 
Oぱfmoney tended to go up i加ngeneral due to the lack 0ぱfCαhih-chγ口'i必en骨観制割到j銭.

This shortage rose because the net price of raw c∞opperれ， i出nportedfrom 

]apan， was higher than the par price of Chih-ch'ien and it was illegally 

melted to product T'ung-kuo銅鍋 orYen-tai煙袋. The lower officials 

and the soldiers were paid a salary with Chih-ch'ien， their housekeeping 

being on a small-scale like that of the peasants and requiring this. To 

secure the copper materials for Chih-ch'ien， the government intensified its 
prohibitions on the use of copper， while it began to mine copper in Y凸n・

nan雲南 province. Such a policy， created in the Yung-cheng period， 
gradually proved fruitful in the next Ch'ien-lung period and strengthened 

the stand of the dynasty.、
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